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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いします。一礼して御着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は全員です。
　これから本日の会議を開きます。

　開会にあたり、３月１１日に発生した東日本大震災において、甚大な被害に見舞われた被災地の皆様に、お見舞いを申し上げます。どうか希望を捨てずに、この苦難の日々を乗り切っていただきますようお祈りいたしますとともに、亡くなられた方々に、衷心より哀悼の意をあらわしたいと思います。ここに多数の犠牲者の方々の御冥福をお祈りし、黙祷をささげたいと存じます。どうぞ御起立を願います。黙禱。

（　黙　　禱　）

○議長（坪根秀介君）黙禱を終わります。御着席ください。

　本日の議事日程は、お手元に配付しておりますので、御確認ください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、諸般の報告を行います。

　本日の会議では、３月８日の本会議で、各常任委員会に審査を付託した議案について、各常任委員長に審査状況の報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。

　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了承ください。

　各常任委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長あてに提出されておりますので、運営資料の中に写しをお配りしております。

　各委員長報告終了後の討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了解ください。

　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付の各氏の出席を認め、会議に出席をいただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これより、各常任委員長から委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。なお、さきに申し上げましたが、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程は変更になります。

　討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了承ください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第７、議案第１９号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例について、日程第８、議案第２０号　上毛町奨学金条例の一部を改正する条例について、日程第１０、議案第２２号　平成２３年度上毛町一般会計予算（所管分）、日程第１１、議案第２３号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計予算、日程第１２、議案第２４号　平成２３年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算、日程第１５、議案第２７号　平成２３年度上毛町奨学資金特別会計予算、日程第１６、議案第２８号　平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算、以上７件を議題とします。
　文教厚生常任委員長の報告を求めます。

　三田委員長。

○文教厚生委員長（三田敏和君）おはようございます。文教厚生委員会から報告をいたします。

　当委員会は、３月１４日議会中小会議室において、文教厚生常任委員会全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５５分開会、午前１１時５５分閉会されました。
　当委員会に付託された案件は、町長から提出された条例案２件、予算案５件の合計７件です。

　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、議会規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。

　議案第１９号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例について、担当課長の説明を求め、質疑を行いました。質疑なし。討論なし。採決、全会一致で可決しました。
　議案第２０号　平成２３年度上毛町奨学資金条例の一部を改正する条例にについて、担当課長の説明を求め、質疑を行いました。
　一時的に収入が低くなった貸し付け者に対する対応はどうするのですか。答弁、猶予申請を受けて対応します。
　本人が死亡した場合及び連帯保証人への対応はどうしますか。答弁、死亡診断書の提出で、連帯保証人も含め免除です。

　討論なし。採決、全会一致で可決。

　議案第２２号　平成２３年度上毛町一般会計予算（所管分）について、最初に総務課長の説明を求め、質疑を行いました。
　一般行政がふえたから、地方交付税がふえたのではないですか。答弁、全体的に地域主権改革といった行政の量がふえたからです。

　予算編成基本方針に町民満足度とあるが、町民が不満とか、足りないとか思っているところは何ですか。答弁、総合計画でアンケートを実施し、町民の期待度を把握しております。少子高齢化対応に関心が高く、重点施策の中で絞って事業を展開しています。
　基本方針に社会経済や行政需要の変化に対応とあるが、何を示すか、何に力を入れていますか。答弁、２３年度は少子高齢化対策、過疎振興対策に力点を置いています。

　続いて、住民課長、健康福祉課長、教務課長の順に説明を求め、質疑を行いました。
　７１ページ民生費、はり・きゅう給付金ですが、毎年不用額が出ています。まとめて有効利用ができませんか。答弁、高齢者の健康づくり対策です。余り拡大していく予定はありません。

　７１ページ民生費、敬老金は７００万円強見込んでいますが、１０年後、団塊の世代のころはふえていると思いますが、どのくらいと予想していますか。また、もらうほうが、こんなばらまきは要らないんじゃないかという声があるのですが、皆さん素直に受け取っていますか。答弁、対象者は全員受領されています。御指摘の部分もあろうかと思いますが、出席の皆さんは楽しみにされています。将来的には５％、１０％と上乗せされると思いますが、具体的には試算していません。
　７７ページ民生費、三世代同居支援事業補助金ですが、三世代は住民票で確認する同じ世帯ですか。同じ敷地内の別世帯も対象ですか。説明資料に町内の小中学校に通うとあったのですが、有野地区のほうは中津に通っていると思いますが対象ですか。答弁、基本的には三世代同居、同じ家に住まわれている方です。細かい内容は調整しています。特殊な地域については、それなりに対応していきたいと考えています。

　７９ページ民生費、保育所運営費ですが、町は民営化を打ち出していますが、過去に検討した経緯はありますか。答弁、予算書に計上しています保育所運営費は、町外に通われる方の負担経費です。

　７９ページ民生費、病後児保育委託料ですが何名いますか。答弁、今までこの事業を実施してきて、登録者は二、三名いますが、実際今年度利用者はいません。昨年度２名ほど利用したと記憶しています。

　今後、敬愛会ですると思いますが、現在、院長が宿泊しているところを保育所として利用していると思いますが、先日町長から説明で、今年度来る医師が半永久的に住むと聞いており、診療所のほうに移すのですか。答弁、当分の間は現状どおりで行います。近々こちらに来る診療所の医師が骨を埋めたいという意向もあり、官舎を利用することについて検討を進めています。その折には、現在診療所の１階で使っていない部屋を、敬愛会が自費で改修して病後児保育専用スペースをつくり、これを活用していく計画となっています。
　９１ページ衛生費、女性特有のがん検診、クーポン券作成事務消耗品ですが、どういうものですか。答弁、女性特有のがん検診として、現在、子宮頸がんは２５歳から５歳刻み、乳がんは４０歳から５歳刻みで６０歳まで無料クーポン券１４枚を配付しています。対象者は無料で検診が受けられます。
　９３ページ衛生費、不法投棄対策監視カメラ保守点検委託料ですが、設置してから１年しか経過していないと思います。これは年次点検料ですか。答弁、そのとおりです。

　１１４ページ住宅費、修繕費ですが、ドアノブ等が故障すれば、入居者の負担と聞いていますが、民間では大家さんが負担をしています。なぜ、そうなっていますか。答弁、町営住宅の修繕費ですが、生活に必要なものは町のほうで修繕しています。小さなものは入居者が負担をしているものもあります。状況を見ながら対応をしています。

　討論、反対討論あり。採決、起立多数で可決。

　議案第２３号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計予算について、担当課長の説明を求め、質疑を行いました。

　所得に対して１２から１４％の税負担は高いと思いますか、安いと思いますか。答弁、この判断は、ここでコメントすることはできません。

　討論、反対討論あり。採決、起立多数で可決。

　議案第２４号　平成２３年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算について、担当課長の説明を求め、質疑を行いました。
　質疑なし。討論、反対討論あり。採決、起立多数で可決。

　議案第２７号　平成２３年度上毛町奨学資金特別会計予算について、担当課長の説明を求め、質疑を行いました。

　質疑なし。討論なし。全会一致で可決しました。

　議案第２８号　平成２３年度上毛町住宅新築資金特別会計予算について、担当課長の説明を求め、質疑を行いました。

　質疑なし。討論、反対討論あり。採決、起立多数で可決しました。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）文教厚生常任委員長の報告が終わりました。

　これより質疑を行います。

　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２、議案第１４号　上毛町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について、日程第３、議案第１５号　上毛町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について、日程第４、議案第１６号　上毛町税条例の一部を改正する条例について、日程第５、議案第１７号　上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、日程第６、議案第１８号　上毛町課設置条例の一部を改正する等の条例について、日程第９、議案第２１号　指定管理者の指定について（道の駅「しんよしとみ」）、日程第１０、議案第２２号　平成２３年度上毛町一般会計予算（所管分）、日程第１３、議案第２５号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算、日程第１４、議案第２６号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計予算、日程第１７、議案第２９号　町道路線の廃止について、日程第１８、議案第３０号　町道路線の認定について、日程第１９、発議第２号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉への不参加等を求める意見書案、以上１２件を議題とします。
　総務産業建設委員長の報告を求めます。

　安元委員長。

○総務産業建設委員長（安元慶彦君）おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告いたします。
　当委員会は、３月１５日、議会中小会議室において総務産業建設常任委員全員と、町長以下、執行部の出席をもって、午前８時５５分開会、午後１時４８分閉会されました。

　当委員会に付託された案件は、町長提出の条例案５件、予算案３件、その他３件と、議員から提出された発議１件、合計１２件です。
　当委員会に付託された案件の審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告いたします。
　議案第１４号　上毛町職員の育児休業に関する条例の一部を改正する条例について、総務課長より説明があり、地方公務員の育児休業に関する法律の一部を改正する法律が施行されることに伴い、それに準じて所要の改正を行うものであり、非常勤職員の育児休業ができる分とできない分を改めて明記されたとのことです。

　質疑なし。討論なし。採決、全会一致で可決されました。

　議案第１５号　上毛町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について、総務課長より説明があり、行財政改革の一環として、日当の支給地域の見直しを行うものです。
　質疑として、実態を考慮してとの文言があるが、どのようなことか。答弁として、実態とは公用車を使用しているということと、交通網の整備により短時間に移動できるということです。

　討論なし。採決、全会一致で可決されました。

　議案第１６号　上毛町税条例の一部を改正する条例について、税務課長より説明があり、固定資産税と軽自動車税の納期を変更するものです。
　質疑として、軽自動車税の納期が普通自動車税と同じになるのですか。答弁として、そのとおりです。
　質疑として、固定資産税の納期を変えることで、デメリットはあるか。答弁として、メリットのほうが多いと思います。

　質疑として、軽自動車税は２３年度何か変わるのですか。答弁として、２３年度は変わりません。

　討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１７号　上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、税務課長より説明があり、今までは課税する場合、仮算定をして暫定税率をしていたが、納期を変更することによって本査定をすることになり、納税者に迷惑がかからないのと、事務の合理化及び費用の削減になるものです。

　質疑として、納期を変更することで、国保の運営上支障はないですか。答弁として、関係部署と協議をして、支障はありません。

　質疑として、納期が１０回から９回になるので、１回の負担がふえますか。答弁として、ふえます。

　質疑として、納期変更の周知はどうするのですか。答弁として、平成２４年４月１日から施行しますので、それまでに周知します。

　討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１８号　上毛町課設置条例の一部を改正する条例について、総務課長より説明があり、診療所の廃止等に伴い関連する条例について所要の改正及び廃止を行うものです。

　質疑として、民営化に関する条例改正はこれで終わりですか。答弁として、はい、そのとおりです。

　討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２１号　指定管理者の指定について（道の駅「しんよしとみ」）、企画情報課長より説明があり、道の駅「しんよしとみ」を、向こう３カ年間、しんよしとみ街づくり有限会社に指定管理者として指定するものです。

　質疑として、組織の中身の変更はないのですか。答弁として、人件費の削減、組織の見直し、管理費の削減など指示を出しています。
　質疑として、期間が３年ですが、売り上げが下がってもこのままですか。答弁として、資本金以上の赤字が出るようなときは、会社で総会を開いて、その後のことについて考えてもらいます。

　質疑として、さまざまな企画はあるが、無策ではないですか。答弁として、現状では、野菜の出荷が減っているので、今後検討していく予定です。環境対策では、花公園化などを考えています。

　質疑として、黒字のうちに民営化を検討したほうがよいのではないですか。町長の答弁として、民営化も含め、３年間に方向性を見出したいと思います。当面の課題は、人件費の削減と、特産物の開発に力を入れて、利益を生むように力を入れていきたいと思います。

　質疑として、出資金がなくなった場合は、出資額に応じて負担するのですか。答弁として、赤字になった場合は、出資額に応じて負担することになります。赤字になる前に会社が方針を出すことになります。

　質疑として、農産物、イベントが少ないために来客数が少ない。もう少し、体制づくりをしっかりしていかなくてはならないのでは。答弁として、会社に伝えていきたいと思います。

　討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２２号　平成２３年度上毛町一般会計予算（所管分）について、初めに、総務課長が総括説明を行いました。

　総括説明に対する質疑として、収入の自主財源は何％になりますか。町債は何％になりますか。答弁として、依存財源が７８.３％、自主財源は２１.７％、町債は６.３％です。

　続いて、担当課長の説明を行いました。

　質疑として、財産の売買収入にある用地はどこですか。答弁として、西吉富地区は現在の防火水槽用地です。土佐井地区は、圃場整備事業の残地です。建設課長の答弁として、西吉富地区は防火水槽用地、土佐井地区は圃場整備事業で町道用地に換地された土地が東九州自動車道に買収されます。
　質疑として、議会費の筆耕料、委託料が高いのではないですか。議会事務局長の答弁として、議会だよりのページ数が実績で増加したためです。筆耕料も情報公開に対応するために全文筆記を必要と思われるためです。

　質疑として、委託料の見直しを検討してはどうですか。答弁として、委託業務は、業者と協議して減額に努めたいと思います。

　質疑として、企画費の地域人材育成事業の対象は、町に住民票があることが条件ですか。答弁として、緊急雇用創出事業ですので、ハローワークに求人を出して、求職してきた人になります。住民票は関係ありません。

　質疑として、介護福祉士という資格は３年間の実務経験がないと受けられないが、雇用する予定者は該当する人なのですか。答弁として、介護福祉士を平成２３年度に受験希望する人を雇用予定です。

　質疑として、企画費にスターコーンＦＭ負担金があるが、町内は聞きにくいというがどう考えていますか。答弁として、町内は聞きづらいことはわかりますが、上毛町の宣伝を北九州、京築地域にすることが目的です。

　質疑として、繰越明許費が第６号補正予算で、２億１,７２１万円１,０００円あり、新年度も新規事業があるが、もっと早く予算を執行していかなくてはならないのではないですか。答弁として、繰り越し事業、新年度事業ともに、早急に取りかかるように努めます。
　討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２５号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算について、建設課長より説明がありました。

　質疑として、新規加入者の状況はどうですか。答弁として、現在の加入者数が２３３戸です。今年度は５戸の新規加入があり、年々増加傾向にあります。未加入者は、地元自治会とも協力しながら推進していきたいと思います。

　質疑として、役務費の汚泥引抜手数料がありますが、年に何回実施していますか。答弁として、八ツ並・吉岡地区が７３回、土佐井地区が８４回実施をしています。
　質疑として、施設管理委託料と工事請負費はどう違うのですか。答弁として、施設管理委託料は処理施設の委託です。工事請負費は管などの一般的な補修工事です。

　質疑として、補修工事など、処理施設の委託業者に一緒に委託はできないのですか。答弁として、処理委託業者は処理施設本体の処理作業委託です。維持工事は舗装等の土木工事です。業種が違いますので別になります。

　討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２６号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計予算について、建設課長より説明がありました。

　質疑なし。討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２９号　町道路線の廃止について、建設課長より説明がありました。

　質疑なし。討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第３０号　町道路線の認定について、建設課長より説明がありました。

　質疑なし。討論なし。採決の結果、全会一致で可決されました。

　発議第２号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉への不参加等を求める意見書（案）について、提出議員から補足説明がありました。

　質疑なし。討論なし。採決の結果、全会一致で採択されました。

　以上で報告を終わります。
○議長（坪根秀介君）総務産業建設委員長の報告が終わりました。

　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。

　日程第２、議案第１４号　上毛町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について討論を行います。

　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

　賛成討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１４号　上毛町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することと決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３、議案第１５号　上毛町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
　賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１５号　上毛町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第４、議案第１６号　上毛町税条例の一部を改正する条例について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
　賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１６号　上毛町税条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第５、議案第１７号　上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
　賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１７号　上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第６、議案第１８号　上毛町課設置条例の一部を改正する等の条例について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第１８号反対の立場から討論いたします。診療所を廃止し、民間に譲渡したことで、今後末永く運営できるかどうか、この先が不透明であります。当時の選定委員の一人からも、議会の中で診療所はこの先、運営していただくのが基本というようなことを述べています。今後の診療所の運営について町長は、診療所が続く限り譲渡先を信頼していると答弁いたしました。信頼とは、譲渡先が頑張りますという自主性のみを信頼しているだけであって、将来、末永く診療所が運営できるかどうかという保証がないので、この議案に反対いたします。
　賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
　ほかにございませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第１８号　上毛町課設置条例の一部を改正する等条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第７、議案第１９号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
　賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第１９号　上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第８、議案第２０号　上毛町奨学金条例の一部を改正する条例について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
　賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２０号　上毛町奨学金条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第９、議案第２１号　指定管理者の指定について（道の駅「しんよしとみ」）について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第２１号反対の立場から討論いたします。これまで、多くの税金を投入してきましたが、黒字運営に持っていく確たる方策がないので、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
　ほかにございませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第２１号　指定管理者の指定について（道の駅「しんよしとみ」）は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１０、議案第２２号　平成２３年度上毛町一般会計予算について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第２２号反対の立場から討論いたします。言ってみれば、経済不況の中で地域経済は疲弊しています。地域経済を活性化させるための施策が弱い。それから２点目が行政改革を最優先の課題として、本来行政が果たさなければならない行政サービスを民間に丸投げしている。３点目が、上水道、１日７００トン使用の見通しもないのに、さらに１００トンをふやしている。４点目、し尿のくみ取り料は合併までに統一するということでありましたが、依然、新吉富地域と大平地域ではくみ取り料が違っています。５点目、給食調理業務について、小学校給食調理は、学校側で決めた献立に従って請負業者が調理しているため偽装請負に当たります。６点目、公営住宅入居者へ住宅の消耗品まで修理の負担をさせています。こういうものについては、民間では大家さんが負担しています。７点目、同和行政について、法の失効にもかかわらず依然続けています。一刻も早く特別扱いはやめて、直ちに一般行政に移行すべきであります。
　以上の理由を申し上げまして、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
　ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第２２号　平成２３年度上毛町一般会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程１１、議案第２３号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計予算について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第２３号反対の立場から討論いたします。国保加入者のほとんどの方は負担が重いと言っています。国は１９８４年まで、それまで医療費ベースで４５％負担していましたが、医療給付費の５０％にしたため、医療費ベースの負担が引き下げられました。国の国保の運営のあり方に問題がありますので、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
　ほかにございませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第２３号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程１２、議案第２４号　平成２３年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第２４号反対の立場から討論いたします。後期高齢者医療制度は７５歳以上の高齢者と、それ以外の高齢者を切り離して差別医療を押しつけるものでありますから、この議案に反対いたします。

○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
　ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第２４号　平成２３年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１３、議案第２５号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
　賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２５号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１４、議案第２６号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計予算について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
　賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２６号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１５、議案第２７号　平成２３年度上毛町奨学資金特別会計予算について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
　賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２７号　平成２３年度上毛町奨学資金特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程１６、議案第２８号　平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第２８号反対の立場から討論いたします。最初から徴収不納と見込んで一般会計から繰り入れし、元金の償還に充てていますので、この議案に反対いたします。

○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
　ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第２８号　平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１７、議案第２９号　町道路線の廃止について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
　賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２９号　町道路線の廃止については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１８、議案第３０号　町道路線の認定について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
　賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３０号　町道路線の認定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１９、発議第２号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉への不参加等を求める意見書案について、討論を行います。
　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）
　賛成討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、発議第２号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉への不参加等を求める意見書案は、原案のとおり採択することと決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから、本日追加案件の審議を行います。日程第２０、議案第３１号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第７号）を議題とします。
　提案理由の説明を求めます。

　町長。
○町長（鶴田忠良君）おはようございます。提案理由の説明を申し上げます。

　ただいま上程いただきました追加議案につきまして、提案理由を申し上げます。議案第３１号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第７号）でございますが、補正予算の説明をする前に、改めて一言おわびを申し上げたいと思います。
　去る３月１日、げんきの杜、女性用の浴室で発生いたしました天井崩落事故につきましては、被害に遭われた方、町民の皆様、さらには利用の皆様に多大な御迷惑と御心配をおかけいたしました。このことにつきまして、この場をおかりして重ねて陳謝する所存でございます。この後は、施設が町民皆様に安全・安心して利用できるよう点検の強化等に万全を期し、期待にこたえてまいる所存であります。

　さて、補正予算の内容でありますが、今回の教訓を生かし、施工方法の改善を行い、崩落事故のありました女性用の浴場のみならず、同じ建築構造であります男性用の浴場につきましても、安全のために同時に改修するための設計管理費用及び工事費を計上したものであります。早急に着手し、町民等の要望にこたえ、完成を急ぐ必要のある案件でございますので、慎重に御審議をいただき御可決くださいますよう、切にお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。どうぞよろしくお願いを申し上げます。
○議長（坪根秀介君）続いて、議案内容の説明を求めます。
　教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）それでは、議案第３１号について御説明を申し上げます。平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第７号）でございます。まず、第１条といたしまして、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,３００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ５８億７,９４２万２,０００円とするものでございます。第２条といたしまして、繰越明許費という形で、第２条繰越明許費の追加を行っております。４ページに、繰越明許費補正ということで、９款４項でげんきの杜浴室改修事業ということで、１,３００万円を補正させていただいております。
　内容につきましては、歳出の８ページをごらんいただきたいと思います。
　まず、委託料といたしまして３００万円、実施設計及び施工管理の委託料ということで計上させていただいております。それから、工事請負費として１，０００万円、これ、げんきの杜浴室の改修工事、男女ともに浴室を行うものでございます。財源といたしましては、地方消費税交付金を充当いたしております。今補正につきましては、町長が提案理由でも申し上げましたとおり速やかな対応、それから、安全確実な施工等を行うという部分はもとより、可能な限り費用削減に取り組んで実施をしてまいりたいというふうに考えております。よろしくお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。
　質疑ありませんか。
　宮崎議員。
○３番（宮崎昌宗君）今回、屋根が落ちて大変な事故だったと思いますが、この事故の原因は、行政としてどのような公式な見解でございますでしょうか。なぜ、屋根が落ち、何が原因で落ちたのか、そして今後、どうやって対応するのか、それが予算を通すためにも必要だと思いますので、原因の公式見解をこの場でお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）今回の部分につきましては、先般来御説明いたしておりますとおり、ダクトの撤去、ダクトの排除という部分が全体的に劣化を早めたということが大きいと考えております。また、事故の責任という部分で申しますと、当然、指定管理者の責務とあわせて管理する側、私ども教務課のほうにも、そういったふうな指導、それから点検等を行う必要があったのではないかという部分の反省をいたしておるところでございます。それから、今後の管理につきましては、通常一定年限での詳細点検を今後行っていく中で、このようなことのないような、しっかりとした管理体制を築いていきたいというふうに考えておるところでございます。
○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）今回、全協でも説明していただいたんですけど、私の感じるところは、まず、設計にミスがあったのではないか、そして管理にミスがあったのではないか、その二つが主な原因じゃないかと思います。もし、その設計ミスであれば、原状回復で私は済むんだと思うんです。今回、天井の素材を変え、換気口を新設するということは、これ明らかな設計ミスじゃないかと思うんですね。今回、もし設計ミスであるならば、これしっかり設計業者に対してどういうことを申したのか、そしてもし設計ミスであるならば、私は損害賠償等請求すべきだと思いますが、その点いかがお考えですか。そして管理ミスに関しては、ダクトを外したのが原因というふうにあります。その原因というのは、いまだに明らかにされておりません。だれが外したのか、いつ外したのか。当初の説明では、施行指定管理以前に外したという説明だったんですけれども、２回目の全協の後は、指定管理前後でそういうダクトが外されたというふうに証言が変わっています。ここで聞きたいのは、末端の職員がして、全く上のほうが知らなかったのか、それとも組織として行ったが記録もなければ記憶もないのか、または、記録も記憶もあるが組織として隠蔽しているのか、そのどちらなのかというのをお答えください。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）まず、設計でございますが、当然、施工方法等がその当時こういったふうな施工が一般的であったという部分と、当然、一般的な瑕疵年限の１０年は超えておる建物でございますので、設計のミスでないという部分と、その当時の材料等を確認いたしましたところ、本来的には、そういった浴室に使用しても構わない材料であるという確認まではいたしておりますので、設計ミスということではないというふうに考えております。
　また、原因の一つであって、要するに、たまたま劣化を早めたと。ですからこれにおいて確実に崩落が起きたということではございませんし、組織で隠蔽しているとかそういうことではございません。ただ、確実にヒアリングをしていく中で、そういった部分、恐らく認識としてあった部分の中で、さまざまな改修事業を行った際に、どの業者かに指示を出したものではないかという検証結果、そこまでしか要するに判明していないという部分で御理解をいただきたいというふうに思います。
○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）３回目ですね。全協を通しても、まだ解明されていない部分があると思います。そしてまた、今回の件に対して、住民の方は大変不信感もあると思います。１０年もたたないのに天井が落ちてという。ここで質問したいのが、ぜひそういったことを、議員が知っていても、説明する機会がなかなかありません。メディアもありません。ということですので、全協でも言ったんですけど、なぜ落ちたのか、何が原因で落ちたのか、そしてこれからどうやっていくのかというのをしっかりと、広報なり住民に知らせていただきたいと思いますが、どのようにお考えですか。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）先般もお話しいたしましたとおり、方向性、期間的なものですね。再開業の期間的なものがはっきりした段階で、きちっと報告を行うような形をとりたいと思います。ホームページを活用するのか、その辺はこれから今後皆さんと町以下執行部のほうと、方法論は検討したいと思いますが、そういった部分で、期間がはっきりした段階で広報については検討したいと思っております。
○議長（坪根秀介君）教務課長、原因について説明ください。
○教務課長（岡崎　浩君）原因についても、可能な限り公開できる部分については公開していく方向で実施したいと考えております。
○議長（坪根秀介君）大山議員。
○１１番（大山　晃君）ふろの天井の墜落、本当に残念な事故であったと私は思っております。まだ、年もたっていない、そして、入浴者の頭に当たったという、こんな前代未聞の事故を起こしていて、この予算というのはわからないことはない、わかりますが、今後、先ほど町長が言われましたように、万全の策をとっていきたいと。安全に対する万全の策、どういう策をとろうとしているのかお伺いします。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）建物の毎年度の点検にあわせまして、本来３年ごとにこういった建築物は点検を行います。その点検項目を増加いたしまして、確実にそういったものがないのかどうか、要するに通常一定の目視と打診、さわってみてやる部分を、詳細に行うような体制をとりたいというふうに考えております。
○議長（坪根秀介君）大山議員。
○１１番（大山　晃君）とりたいということでありますが、素案はまだできてないわけですか。安全に対する素案は。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）通常の部分の項数はわかっておりますが、その部分に対して、今どこまで精度を高めるかを検討中でございます。その辺、詳細が固まりましたら、また御報告をさせていただきたいと思います。
○議長（坪根秀介君）大山議員、３回目です。
○１１番（大山　晃君）裸で入るおふろでございます。ほかの設備と異なっておると思いますので、ぜひ、安全管理マニュアルをつくっていただいて、日々の点検、週点検か、半年点検か、１年点検か、それぞれを各責任者、担当者にしっかりと熟知させた上で、万全を尽くしていただきたいと思います。二度とこういうことはないよと、安心・安全をモットーに進めていっていただきたいと思いますが、そこら辺の見解はお持ちでしょうか。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）おっしゃるとおり、そういったきちっとした管理マニュアル等も作成した上で、現場と打ち合わせの上、きちっとした管理ができるような体制を構築してまいりたいと考えております。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

　宮本議員。
○１番（宮本理一郎君）この件に関しましては、先般来何度かお伺いしましたから、やっぱり原因の究明と責任の所在という点では、今の御発言の内容から十分になされたとは思えません。先ほど町長が陳謝なさいましたが、いわゆる事故の対しての申しわけなかったというおわびの陳謝であったと思いますが、この事故に対する責任を感じての陳謝でございましたでしょうか。その辺をお伺いします。
○議長（坪根秀介君）町長。
○町長（鶴田忠良君）もちろん、そういう趣旨を踏まえましての陳謝でございます。
○議長（坪根秀介君）宮本議員。
○１番（宮本理一郎君）新しく修復をするにしても、やはり根本原因を究明して、そしてだれがどういう管理ミスをしたというような責任の所在も明らかにした上で、再工事に取りかかるというのが、これがもう当たり前のことだというふうに私は思うわけです。指定管理業者に委託していたとはいえ、やはり町としての責任は最終的に、町民から見た場合はやはり免れないものであろうと思います。先ほど答弁で、設計ミスではないという見解ではございましたが、やっぱり設計施工の甘さという点は感じられますか。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）その当時、そういった部分で設計施工されているものが、今おっしゃるように、１１年１２年で落下したという部分について、きちっと検証はされていますのであれですが、あくまで私どもが１０年を超えた段階できちっと点検等を行うべきであったというふうには感じております。
○議長（坪根秀介君）宮本議員、３回目です。
○１番（宮本理一郎君）やはり、当初の見逃しとかいうことのミスの積み重ねというものが最終的に事故につながるということを思えば、やっぱり甘いということは手抜き工事というふうに判断をせざるを得ないんじゃないかというふうに思います。したがって私は、やっぱり安くてもよい材料を使ってよい仕事ができる、そういった地場の業者もいること、そういったことを御認識いただきまして、現在やっぱり、東北関東大震災の社会的影響なんかを考えますときに、予算とか工期は当然節約、節約という点は自治体としての責務だというふうに思います。今、大山議員がおっしゃいましたように、安全管理マニュアルというものをやっぱり徹底的に網羅して、それをつくるだけでは何にも意味がないわけでございますから、実行実施させるとともに、それを実際に実行実施しているかどうかの管理も行政としては、今後徹底して行っていただきたいという点がございます。それと、予算工期の節約という点ではいかがでございますか。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）おっしゃるとおり、なるべく低予算で、当然設計に入りましたらさまざまな検討を加えると思いますので、そういった部分で可能な限りの節約に努めてまいりたいと考えております。
○議長（坪根秀介君）ほかに。

　峯議員。
○４番（峯　新一君）今回で、天井改修だけですかね。横壁あたりはどうなっているんでしょうか。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）現在、出しております部分の予算につきまして、天井と天井サイドの木質の部分をすべて取りかえるよう考えております。ただ、当然施工に入りまして、屋根裏はいで見てさまざま支障がある部分につきましては可能な限り改修はかけていきたいというふうに考えております。
○議長（坪根秀介君）峯議員。
○４番（峯　新一君）実際、おふろ入ってみたり、事故跡をのぞいてもらうとわかると思うんですけど、この中で一番の原因であったという換気ですね。ダクトあたりの交換、もしくは設置をふやすとか、そういうのになったら、もう一切この予算じゃとおらないのではないかというのがあるんですけれども、そこらあたりはどうでしょうか。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）先般お示ししました部分の中で、小屋裏換気の工事等が別枠で入っておったと思いますので、そういった換気の新たなシステムを入れるようには考えております。
○議長（坪根秀介君）峯議員、３回目です。
○４番（峯　新一君）どっちかというとわかりやすく、おふろ周りだから１回で、総額でもいいんですけれども、内容分けでぽんと出してもらうほうが、今回の場合はわかりやすいと思うし、中の鏡なり、タイルなり、浴槽なりも、もう相当傷んでいます。だから、そこらあたりも踏まえて、やっぱりみんなに説明しながら出してもらったほうが、自分たちとしてもわかりやすいし、ある意味賛同できる部分が多いんじゃないかと思うのですけれども、そこらあたりは。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）今回の部分は、全員協議会等でもお話ししましたとおり、まず今回、原因となった部分を要するにきちっと整備するための費用算定を行っておりますので、今おっしゃったようなふぐあいのあるようなところにつきましても、設計段階できちっと入れられるものは入れていって、先ほど、宮本議員の言われたような削減も図りながら、設計を行ってまいりたいと考えております。
○議長（坪根秀介君）ほかに。
　高畑議員。
○２番（高畑広視君）現状の腐食ぐあいですが、男ぶろと女ぶろとではどうだったんですかね。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）男湯のほうは、まだ特に換気扇裏も乾いている状態でございまして、女湯のほうが腐食ぐあいは進んでおったということでございます。
○議長（坪根秀介君）高畑議員。
○２番（高畑広視君）進んでおったということは、ここにせんだって資料をもらったんですけど、相当差があるという意味ですかね。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）ある程度の差があるということです。
○議長（坪根秀介君）高畑議員よろしいですか。
　三田議員。
○５番（三田敏和君）先ほど屋根裏のことが問題視されましたが、私はダクトを外したのが、これを助長した大きな原因だろうということを、前回全協でも説明を受けたときから非常に疑問に思っていましたし質問をしているんですけれども、男湯と女湯のその差の大きな原因というのは、私はダクトだけではないというふうに思うのですが、どういうことが考えられるんですか。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）現場で、さまざま設計それから施工のほうと話していますと、日当たり、それから、位置関係で乾きやすい方向と乾きにくい方向とか、当然それ以外のいろんな要素で男湯と女湯で若干状況が違うというふうな部分を、現場を検証する中で聞いております。
○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）ダクトを外した後、機器の絶縁抵抗が非常に落ちていると、ずっと現状この直近まで落ちていたというようなことをお話しされておりましたが、そういう意味でダクトを外したことが非常に致命的な欠陥であろうし、実際１０年過ぎたからという言葉は、こういうのにはある意味当てはまらない。倍もてても、それ以上もてても、実はこの安全という面に関しては、製造物責任という意味から言ったら、そこら辺が非常にあろうと思うんですね。そう意味から言っても１０年の担保期間が過ぎたからというような表現は、これはある意味当てはまらないというふうに、世間的には思います。
　そういう意味からして、この報告をきちっとまとめて、私は先ほど広報というような話、住民の皆さんにということがありましたが、ある意味住民の皆さんというのは、ジムというかトレーニングルーム含めて、開設というか開所を非常に待ち望んでおります。そういう皆さんに、二度とこういう問題が起こらないように行政として、やっぱり何らかの形のものを出してもらわんといかんのですね。そういう状況から、私は書面にして町の広報の中に折り込んでも出すべきだというふうに考えております。
　そういうことをやらないと、私はこの予算というものが、あくまでも予算かもしれませんが、ああいう事故が起きて、新しいものにかえて済むというものではないというふうに皆さん思っていると思うんですね。私も、そういうふうに言われます。そういう形をとって二度と起こさないと。今度の震災だって１,０００年に１回ということですかね、そういう震災で、ないはずのことまで起きている世界ですから、こういうのは私は確実に見つけられることだったと思います。その点踏まえてもう一度見解を求めます。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）報告の関係につきましては、どの形でできるかというのは今後協議させていただいきたいという部分と、おっしゃるように、今後確実な点検体制をつくって、二度とこのようなことのないように努めてまいりたいということで、御説明にかえさせていただきます。
○議長（坪根秀介君）三田議員、３回目です。

○５番（三田敏和君）先ほど点検というふうにおっしゃいましたね。もちろん何か事象が起きると点検というのが入ってくると思うんですね。起これば起こるほど、どんどんどんどん厳しくなる。それはわからんでもない話ですが、今回先ほどの３年とかの点検が実際には建築基準法とか、そういう管理の中で妥当なことなのかとか含めて考えていかなくちゃいけない。あくまでも点検をふやすことが妥当かどうかということも、ある意味ではあるのかと思うんですね。
　そういう意味では、やっぱり確実なものを当初から使うということが必然的に必要なことだろうと思うし、全協でもお話しましたが、こういう事象とか事例が出たときに横展開をして、個々の町の施設にはそういうものがないのかどうか、そこまで改めて深く踏み込んだのか。屋根の問題があって、雨漏りというものがあって、これは皆さんも御存じだと思いますが、そういうものがあったときに、結果的にはあそこだけしか見ていないというふうにとらえられても仕方がない。
　この温泉施設、おふろにしたって、上毛町の中には、町の持ち物として二つあるわけですね。両方とも指定管理に出している。そういう意味から考えていっても、そういうのはどうだったのか、ほかに水周りとして、いろんな意味で考えられるところはないのかどうか、どの程度まで検証していったのかということが、非常に今後の中では問われると思うんです。その辺はいかがお考えですか。どういうふうにやっていましたか。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）今回の部分につきましては、今回の原因の検証を中心に行っておりますので、議員御指摘の他のさまざまな施設にまでというのは及んでおりません。申しわけございません。
○議長（坪根秀介君）三田議員。
○５番（三田敏和君）ぜひ、そこまで点検をしていただいて、上毛町の施設が万全のものであるということを、ぜひ、もう一度行政のほうから出していただきたいと思うし、それについては、ぜひお願いをしたいというふうに思います。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）この事故について、全員協議会で説明がありました。２回あったわけですが、最初は町長は出られませんでした。２回目は町長が出席されました。町長にお尋ねしたいことは、なぜ全員協議会に出られなかったのかということです。ほかに公務があったということでありますけれども、以前直近でログハウスの火災があり、今回天井の崩落という形で、大きな事故が２件続けてありました。こういう事故があったら、民間では工場長または社長が陣頭指揮をとって対策に当たります。そういう意味でお尋ねいたします。
　それから、天井張りかえの材料、商品名ですね。全協ではバステン２００というのでありましたけれども、これを使用されるのか。それから、この建設物価は幾らなのかお尋ねします。
　それから、１,０００万円改修工事に計上されていますが、この試算ですよね。改修工事をする部分が天井と建屋の木質部分ということでありましたが、この面積はそれぞれ幾らになっているのかお尋ねします。それから、設計委託料、工事費の３割というので、ちょっと高いと思うのですが、これはどういうことなのか、この御説明を願います。
○議長（坪根秀介君）町長。
○町長（鶴田忠良君）私の全協で出席しなかった部分でございますけれども、通常私は全協に出たことはございません。したがいまして、慣例でございました。ただ、この事故の重要性にかんがみまして、最初の部分につきましては公用で所用でございましたので出席できなかったわけでございますけれども、２度目は先ほど申し上げましたように、重要性を考え、なおかつ議員の皆さん方に大変な御心労をおかけしたということも含めまして、その原因並びに今後の改修の決意等も含めまして、出席をして皆さん方に一応の御説明、係からありましたけれども同席をしながら申し上げたと、こういうことでございます。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）それでは、まず製品でございますが、今回、この予算をつくるに当たって、建設技術情報センターのほうが算定にその品名を使ったということで、当然今後設計に入りますので、同等品があればその他のものになる可能性があるというふうに考えております。
　それから、建設物価にはこういったバスパネル系統は計上されておりません。今現在、これで算定しております天井の面積でございますが、男女それぞれで、１４３.４平米、２８６.８平米でカウントをいたしておるところでございます。
　それから、設計費でございますが、一昨年建築基準法の改正によりまして、改修等の算定が若干一般の新築よりも割り増しになっております。そういった部分で、詳細な部分は今後入札に付しますので申せませんが、一般的な算定よりも改修部分の設計、それから管理の部分の算定率が高くなっておるという部分を御理解いただきたいというふうに思います。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）町長、全員協議会に出席しなかったのは通常、全協に出てなかったからということであります。まあ出ていませんけれども、今回の事故ですよね。ログハウスの火災、それから天井の崩落、あの程度のけがで済んでよかったちゃ言い方悪いですけれども、よくあの程度のけがで済んだと思いますよ。本当にまともに頭に当たっていれば、首を痛めるとか、死亡とかそういう本当にやっぱり重大事故になっていくというような状況でありました。現場を見て、私そう思ったんですよね。ですから、そこに対する町長の危機意識ですよね。
　当然現場を見たと思います。これは、間違えば大変な事故になったということで、認識されたと思うんですよね。それに対して、通常出てないからいいだろうということでは、私どうかなということでお尋ねしたんですよ。公務の内容について言いませんでしたけれども、庁内にいたのではないかなと思うんです。その点についてお尋ねします。
　それから、天井の材料ですが、はっきり何を使うかわかりませんということでありますけれども、全員協議会ではバステン２００ということで説明されました。その建設物価というのが、大きさが２０センチメートル掛ける３メートル、これで９枚で６万円ということだそうです。それで試算して、天井は女性、男性工事するんですが、片方が２０坪ぐらい、両方で４０坪ぐらいです。天井がそれに対して少し割り増しになると思うのですが、それを見ても、私は天井だけで２００平方メートルと見たんですが、それでも２２０万円程度済むんですよ。そういう意味で、ほかに建屋の木質の部分とか、ほかの諸経費についてどういう試算をされて１,０００万円という金額を計上されたのかお尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）まず、全員協議会で、一応今回はバステンというもので算定をいたしておりますと申し上げました。ただ、要するに先般御説明しましたとおり、今から実施設計を行いますので、当然同等品、さまざまなものがございますので、それになるかどうかわりません。それと、もう１点、今２０センチメートルの３メートルで９枚入りが６万円、これはあくまで物の単価でございますので、施工その他かかりますと、当然ある程度の施工費等も含めての金額、それから、当然天井をはがしたり、それから軽鉄の下地の処理を行ったりと、さまざまな部分を合算した上での金額になっておりますので、そういった部分、今後これは予算のための積算でございますので、今後詳細につきましては実施設計のほうで出していただくようになっております。
　以上です。
○議長（坪根秀介君）町長。
○町長（鶴田忠良君）初日の後ですね。それは私の、これはある意味では公用ということでございまして、なかなか所在が……。つまり、出席するような時間がなかったということでございます。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員よろしいですか。茂呂議員、３回目です。

○８番（茂呂孝志君）お聞きしたいことは、公用の内容についてはわかりませんけれど
も、町内におられたのかどうかということをお尋ねしているわけです。それから、面積ですよね。私は天井だけやったんですが、町のほうは建屋の木質の部分も改修工事したいということでありますので、これも入れて２８０平米なのかどうかをお尋ねします。
○議長（坪根秀介君）教務課長。
○教務課長（岡崎　浩君）それら周り口も含めて２８０平米でカウントしています。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）

　質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　反対討論ありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第３１号に反対の立場から討論いたします。これは設計の金額での見積もりでありませんけれども、恐らくバステン２００と同類のものを使うであろうと思います。そういう面で、建設物価などを計算しても、この１,０００万円に対して実際そんなにかかるのかということでありますけれども、少し乖離が大きく感じます。もう一度精査して予算計上、提出をし直すべきだということを申し上げまして、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）この、げんきの杜の事故については、執行部といたしましても謙虚な気持ちを持って取り組み、まず、人命第一というような観点から処置をしてきたということについては、それなりの評価を私はするべきではないかと考えております。また、議会に対する態度といたしましても、この間に２回にわたる全員協議会で、それぞれの原因等について資料も提出する、あるいは２回目の指摘については、特にダクトの関係等においても新たな第三者を入れての検討結果も、こうして資料として提出し、また、十分議員の皆さん方の意見も拝聴されたと。こうした姿勢は私は、執行部は非常にこの件については積極的な態度であったというような感じをもっております。
　そうした観点で、我々議員は２回にわたる全員協議会で、こうした内容について説明あるいは質疑を十分したんだから、住民から選ばれた我々議員が、自分を支持していただいた皆さん方に、こうした観点、こうした状況を報告し、あるいはみんなに説明し啓発していくということは議員の当然の行為であろうと、こう考えております。
　そうした観点にも立ち、このげんきの杜は旧新吉富時代に４,５００人の住民がいかに元気で豊かに暮らしていかれるかということでもって、英知を絞ってこの総合複合センター建設に当たったわけでございます。また、平成１５年から、第四次総合計画でも、これを一つの基点として福祉、あるいはボランティア活動、あるいは社会教育あたり等々考慮しながら、また住民のそれぞれの研さんを高めていくというような施設でございます。そうした観点から見れば、一角の後に残ったものをいかにするかということではなくて、こうしたいろいろな部分がそろってこそ、この建物の機能を果たしておるわけでございます。
　合併されまして、８千数百名の皆さん方も、こうした一つの複合センターを一つの地域の誇りとしてやはり活用していこうというような気持ちになられておる方も多々あるものと耳にするわけでございます。そうした観点に立ちまして、いろいろな議員等の意見等を謙虚に受けて、またそうしたことを教訓といたしまして、速やかにこの予算を通して、そして一日も早い複合センターとしての機能を果たされるように、議員の皆さん方にもぜひ賛同していただくよう心からお願いをいたしまして、私の賛成討論といたします。
○議長（坪根秀介君）ほかに討論ございませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第３１号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第７号）は、原案のとおり可決することと決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２１、議案運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。
　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から所掌事務のうち、会議規則第７５項の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２２、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５項の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）次に、この際、町長よりあいさつの発言を求められていますので、これを許可します。
　町長。

○町長（鶴田忠良君）議席からではございますが、一言ごあいさつを申し上げます。本議会に提案いたしました３０件につきまして、議員の皆さん方には大変御慎重な御審査をいただきまして、すべて御決定をいただきました。本当にありがとうございました。この後は、皆様方の会議中のいろんな意見を、私ども真摯に受けとめまして、予算の執行、あるいは条例案の制定につきまして、鋭意、努力をしてまいりたいと思います。そういう意味で、決意を新たにして今後の２３年度の予算執行等をやっていくわけでございますが、これまで同様に特段の御支援、あるいは御協力をお願い申し上げたいというふうに思います。
　あわせてでありますけれども、議長からも発言がございました、去る３月１１日の東北関東大地震、あるいは津波、さらには東京電力の福島原発によって、いろんな地域の方々が大変な被害を受けられたわけでございます。亡くなられた方につきましては心から御冥福をお祈り申し上げますし、今避難所でいろんなつらい、あるいは厳しい状況の中で生活をされている皆さんにつきましては、心からお見舞いを申し上げたいと思いますし、早く回復されますよう、あるいは元気になられますようお祈りを申し上げたいと思います。

　あわせまして、事故等に遭われた方々の中で、二人本町にお帰りと言いますか、あるいはおいでいただいておる方がいらっしゃいます。そういう方々に対して、われわれも手厚い慎重な対応をすべきであろうというふうに思っております。東下でございますが、これは茨城県の那須町から、ある意味ではお帰りになった方でございますが、そのお友達が一人同伴で、一家族、２家族がおいでになったということでございます。住居等、求められればいろんな意味で対応してまいりたいというふうに思っています。
　それからもう一つ、これは今朝でありますけれども、福岡県の方から緊急物資を提供してもらえないかということがございました。したがいまして、私どもが緊急用に備蓄しておりました物資を、佐川急便を通じまして県のほうに今日発送したということでございます。
　以上、この津波、あるいは地震、あるいは原発等にかかわって、いろんな意味で今後とも、私どもが被災者、あるいは被災地の皆さん方に協力、あるいは御支援申し上げる事態が多々あろうかと思いますが、ただいまは今の２件、住居でお困りの方、救援物資を送付したという二つの事象がございましたので、一応議会の皆さん方に御報告を申し上げたいと思います。また、新たにそういう事態が起こりましたら、その都度また御報告を申し上げたいと思っておりますので、よろしく御理解のほどをお願い申し上げます。

　重ねてでございます。今議会本当に大変な意味で御迷惑をおかけしました。改めて感謝を申し上げますし、その執行につきましては万全を期して、皆さん方の御期待に沿うように、あるいは町民の負託にこたえるように努力してまいるということを、重ねてでありますが、決意を表明させていただきまして、いろんな意味のごあいさつをさせていただきます。本当にありがとうございました。お世話になりました。

○議長（坪根秀介君）これで、本日の日程はすべて終了しました。

　平成２３年第１回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１１時３０分
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